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 分散型XAFS（Dispersive XAFS：DXAFS）は分光器など一切の機械的動作なしに一度にXAFS

スペクトルを取得するため通常の角度掃引型の XAFS 測定法と異なり、高速なデータ収集が

可能な手法である。PF-AR NW2A ビームラインにおける DXAFS 実験はミリ秒から PF-AR の

1 バンチのみを用いたサブナノ秒までの幅広い時間分解能の実験に対応しており、それぞれ

の時間スケールで様々な実験が実施されてきた。 

 秒〜ミリ秒の時間スケールでは主に触媒試料を対象とした高温+ガス雰囲気もしくは流通

下での触媒活性化学種の構造変化や化学反応速度論的なアプローチによるメカニズム解明が

盛んに実施されている[代表的な研究例：1-5]。マイクロ秒の時間スケールでは、パルス磁場

中での金属-絶縁体転移や、同じくパルス磁場中での磁場誘起のスピンクロスオーバー転移に

関する研究がなされた[6, 7]。 

 近年では大電荷かつ常時シングルバンチ運転である PF-AR の特徴を活かすため、1 パルス

の X 線のみを用いたナノ秒からサブナノ秒の時間分解実験に力を入れている。人工光合成に

代表される光励起反応の素反応の解明にはピコ秒からサブピコ秒の時間スケールで電子の励

起や緩和過程を精密に観察し分析する必要があるが、可逆反応であり繰り返し測定が可能な

ため通常の角度掃引型の XAFS 測定でも実施可能である。一方で、ナノ秒の時間領域には物

質の拡散を伴い、そこが律速段階となって材料の物性を決定する系が多く存在する。拡散を

伴うような反応の多くは不可逆であるため、その過程を XAFS で明らかにするためには反応

が起こった瞬間を一度に測定する必要がある。スナップショット的に XAFS スペクトルを取

得できる DXAFS はこのような系の研究にはまさに打ってつけの手法である。最近では高強

度パルスレーザーと PF-AR からのパルス X 線を組み合わせた金属の衝撃圧縮、衝撃破壊に関

する実験を行い、動的圧縮下での転位の発生[8]や、破壊現象の起点を明らかにする研究に取

り組んでいる。また CW レーザーとポッケルスセルを用いた鉄の迅速温度誘起相転移に関す

る研究にも取り組んでいる。 

 発表では NW2A での DXAFS 研究の取組や、日本および海外の他施設での DXAFS 手法の

状況を紹介し、今後の時間分解 XAFS 研究の展望について議論したい。 
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